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発言要旨 【１．（仮称）環境パートナーシップ会議における活動内容の調査結果について】 

三宅委員長 ●議題１，（仮称）環境パートナーシップ会議における活動内容の調査結果について事務
局より説明をお願いします。 

事務局 ●では，お手元にある資料の「活動内容の調査結果について（別紙１）」を基に，アンケ

ート調査結果について説明いたします。前回の会議で，ワークショップの手法を用いて

協議を行い，個別の活動内容から関連性のあるものをグループ化し，結果として，９つ

のグループに分類いたしました。ご提案いただいたグループにおける活動は，非常に重

要なものばかりであると考えております。しかしながら，来年度から全てのグループの

活動を開始することは，現実的に困難であります。そこで，活動を担っていただく委員

の皆さんへアンケート調査を実施し，来年５月の会議設立から開始することができそう

な個別の活動について点数付けをお願いし，グループごとに集計しました。環境パート

ナーシップ会議は，環境基本計画を実現するために市民や事業者の皆さまと市が連携・

協力をして具体的な活動を実践するための組織ですので，グループごとに集計して点数

の高いものが，準備会委員のより多くの皆さま方から，スタートするべきワーキンググ 
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  ループとしてご賛同いただけたものであると考えております。点数の高いグループの順

番は，グラフで示しましたとおり，中心部にＳｈｏｐを作る活動，環境情報の提供・交

流に関する活動などの順となりました。この後，活動内容の具体化についてワークショ

ップの手法を用いてご協議いただきますが，その際の参考資料として，アンケートの調

査結果と裏面のグループ別提案リストをご活用していただければと思います。以上，簡

単ではありますが，環境パートナーシップ会議における活動内容の調査結果についてご

報告させていただきました。 
三宅委員長 ●ありがとうございました。ただ今の事務局からの説明について，ご意見がございました

らお願いします。  
委員全員 ●（意義なし） 
三宅委員長 ●今の事務局からの説明で，スタートさせたいグループの順番がわかりました。本日は，

早期にスタートさせるグループと十分に作戦を練ってからスタートさせるグループな

どに分類したいと思います。そして，スタートさせるグループについて，具体的に動か

すための中身を今回と次回の会議でデザインしていきたいと思います。但し，個別の活

動内容によっては，早期にスタートさせるグループにくくり直せる物もいくつかあると

思います。そんなことも頭に入れながら協議していければと思います。具体的な作業と

してデザインするキャンパスは，お手元の活動計画フォームⅠとⅡで，Ⅰについては今

回の会議でできるかぎり記入を終了させ，Ⅱまでを次回の会議終了時には完成させたい

と考えております。また，市の予算提出時期が１１月中旬と決まっていることから，全

速力で皆さんの知恵を結集した，本格的な協働作業を進めていきたいと思います。協議

にあたっては，前回と同様に岡田さんにご支援をいただきながら，ワークショップの手

法を用いて行っていきたいと考えており，ワークショップの中で，皆さんの意見をいた

だきながら効率的に協議をしていければと考えております。 
 

発言要旨 【２．（仮称）環境パートナーシップ会議における活動の具体化について】 

三宅委員長 ●続きまして，議題２．（仮称）環境パートナーシップ会議における活動の具体化に移り
たいと思います。ここからは，岡田さんにご支援をいただきながら進めていきたいと思

います。それでは，岡田さんに本日のワークショッププログラムについてご説明をいた

だいた後，さっそくワークショップ形式で協議していきたいと思います。岡田さん，よ

ろしくお願いします。 
岡田講師 ●別紙２のとおり，本日のワークショップのスケジュール及び，第２回ワークショップの

進め方を説明。 
 ●ワークショップ開始のため委員全員席移動。 
岡田講師 ●では，来年度行うワーキンググループの選択を行いたいと思います。一人ずつ各自の名

前の書いてあるポストイットを持っていただいて，先ほどの事務局からの説明の通り，

大きく分けた９つのワーキンググループのアンケート結果で，１番が「中心部に Sｈｏ
ｐ（コア）をつくる活動」，２番が「環境情報の提供・交流に関する活動」，３番が「環

境学習（プログラム）を考える活動」，４番が「平地林とビオトープ」になります。今

日は，来年度すぐに行うために，自分がどのグループで主体的にやりたいかを選んでも

らいますが，平地林とビオトープは，上位４つに入ってなかった他のワーキンググルー

プと同じように，個別的なテーマであって，もしかしたら，上位３つのグループの中で

もできるかもしれないですし，これはこれでやりたいという方がいれば，皆さんの選ん

だ結果で上位３つに残れば，それはそれで残したいと思います。自分でまずやるという

ことで，市民主導でやるということを念頭に一人一個のグループを選んでください。 
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 ●各自，壁に張り出してある上位４つのグループの中から選び，各々のポストイットを貼

付。 
事務局 ●今日，欠席されている御子貝委員，高橋委員からご提案いただいた物を代わりに貼らせ

ていただきます。 
事務局 ●まず，御子貝委員からは，「中心部にＳｈｏｐ（コア）をつくる活動」ということです。

高橋委員からは，「環境情報の提供・交流に関する活動」ということです。 
 ●委員全員貼付修了。 

【結果】 
 「中心部に Sｈｏｐ（コア）をつくる活動」 

  ・陣内副委員長，藤原委員，森本委員，大野委員，御子貝委員 
 「環境情報の提供・交流に関する活動」 
  ・神宮委員，三宅委員長，高橋委員 
 「環境学習（プログラム）を考える活動」 
  ・大谷津委員，青木委員，山形委員 
 「平地林とビオトープ」 
  ・仁平委員，荒木委員 

岡田講師 ●以上の結果になりました。基本的な人数で判断しますと，「中心部にＳｈｏｐ（コア）
をつくる活動」，「環境情報の提供・交流に関する活動」，「環境学習（プログラム）を考

える活動」の３つになるのですが，先ほど話したように「平地林とビオトープ」は，上

記の３つの中でも活動できると思いますので，仁平委員，荒木委員には申し訳ないので

すが，もしどこか別のグループに入っていただけるとすればどこがいいですか。 
  ⇒仁平委員，荒木委員ともに「環境学習（プログラム）を考える活動」へ。 

 それでは，ワーキンググループの具体的なイメージを出すために，５０分程度の時間を

設けますので，各グループごとに「いつ，何をするのか，誰に呼びかけるのか」のたた

き台を作成してみてください。 
大谷津委員 ●作業に入る前に，平成１６年度の予算に関する説明をしたいと思います。先月の２５日

に，平成１６年度予算の説明会が行われまして，その中で，本市の財政状況については，

極めて厳しい財政運営を強いられており，既存の事務事業のスクラップなくして新規事

業の実施はありえないとの方針が示されました。また，基本としては，平成１５年度予

算計上額の９５％以内の額として要求することなども示され，１１月中旬には予算案の

提出を求められております。このような中，この環境パートナーシップ会議の形成促進

に関する予算といたしましては，現時点では，来年度の設立総会に係る費用を除くと，

ワーキンググループの活動費用としては，全体で約１００万円が限度であると思われま

す。なお，この約１００万円についてでございますが，ワーキンググループが今３つに

分かれまして，１グループ約３０万円程度になるのではないかと考えておりますので，

この約３０万円の予算取りにつきましても，具体的に必要な経費等をみなさんで詳細に

詰めていただいて，その活動内容とともに予算計上することが必要となっておりますの

で，大変忙しいスケジュールではございますが，現実的な観点からのご協議をしていた

だきまして，１１月７日までに事務局に提出していただければと思いますので，よろし

くお願いいたします。 
岡田講師 ●前回，のびのびと発言しましたが，大谷津委員の説明を受けて，今日は，そういうこと

もあるな，ということを頭におきながら，自分達のグループで来年度できるかな，とい

う活動を，今日は予算の方は出していただきませんので，どんな活動を最初に行えるの

か，おおよその計画をグループごとに作成していただきます。とりあえず，どんな活動

をするのかを各自ポストイットに書いて，いつ頃に活動するのかグループ内で話し合っ 
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 て，グループの中で来年度どういう活動をするのかということを，この後，１時間位か

けて，事前に用意した表に，各自の活動したい内容を書いたポストイットを貼ったりは

がしたりして，まとめてみてください。だいたい１時間位経ったところで，表がそれな

りに埋まって，「活動計画フォーム」がだいたい埋まってくると思います。そのフォー

ムを基に自然と「活動計画フォームⅠ」を記入していただきますので，まずは「活動計

画フォーム」から作成してみてください。 
三宅委員長 ●質問よろしいですか。茂原町の「環境学習センター」のような市の施設を使うというこ

とは，あまりお金がかからないと思うんですが，使わせてもらえるのでしょうか。 
大谷津委員 ●問題はありません。 
仁平委員 ●今までのゴミの焼却にかかった経費を，みんなの環境活動によって削減することで，ラ

ンニングコストを減らせますが，そういうのを逆にインセンティブを与える何か新しい

企画に予算を与えるという考え方はないですか。 
大谷津委員 ●活動を行って，結果がでないとなかなか難しいというのが現状です。 
 ●各グループごとに協議開始（約１時間） 
 ●協議終了 
三宅委員長 ●「環境情報の提供・交流に関する活動」グループ。 

 別紙３「活動計画フォーム」のとおり発表。 

岡田講師 ●質問があったらお願いします。 
 システム設計というのは，ホームページのところにありますが，細かいところをどうや

ってホームページに載せていくのかを決めていくのですか。 
三宅委員長 ●情報の中心になるんですが，分かりやすいのはＵネットだと思う。しかし，ホームペー

ジだけではダメなので，もう少しアイディアを出していきたい。 
大野委員 ●１番目のニーズの把握ですが，これは，今上がっている項目をどういう人たちが求めて

いるのかを把握するんですか，それとも，そういう資質を持っている人を把握するんで

すか。 
三宅委員長 ●先ほど話したとおり，情報の中心点としていきますから，一番分かりやすい例はＵネッ

トですが，そこにどんな情報を載せるのかを把握することです。 
大野委員 ●要望が強いものをどんどん拾い上げていくということですね。 
森本委員 ●「中心部に Sｈｏｐ（コア）をつくる活動」グループ 

 別紙３「活動計画フォーム」のとおり発表。 
岡田講師 ●質問があったらお願いします。 
三宅委員長 ●一番大きな問題になると思うんですが，経済的に成り立たせられるのかどうか。補助金

を注ぎ込まなければ存続できないのか，といった問題があると思うがそれはどう考えて

いるのか。 
森本委員 ●そこまではまだ考えていませんが，将来的には市民の理解が得られれば，行政としても

考えてもらえると思ので，それまではお金のない所から，できることを探していこうと

考えています。 
岡田講師 ●Ｕブランドというのは，今ある既製品のものでもいいんでしょうか。 
森本委員 ●それを選定委員会で選んでいくのですが，どういうコンセプトで選ぶのかが問題だと思

う。宇都宮独自のものとういことで，信頼のおけるもので，市民側のニーズに答えてい

きたい。 
神宮委員 ●Ｕブランドは大賛成ですが，牛乳パックを宇都宮市では力を入れていて，それが再生さ

れているのに，市民はそれを使っていないという現実があるので，ぜひ，宇都宮のマー

クでも入ったものにして，宇都宮ブランドが欲しいなと思います。それから，宇都宮の 



  中のシャッター街ができてしまっているのですが，それを利用するという意味では，だ

れがそれを借り受けて経済的に活動できるのかということを考えると，それは行政が行

わないと１００万円以内ではできる訳がないので，ぜひその１フロアを市民活動をして

いる人たちが利用できるように行政の力が欲しいと思います。 
岡田講師 ●最終的には，来年度行う活動として出していただくものですが，これを１年で完成させ

るのではなく，３年とか５年計画で存続させて，５年の内の１年目はこういうことを活

動するということが現実的かなと思います。他に何か質問はありますか。 
森本委員 ●補足させていただきますが，エコショップとかＵブランドとかを作ることによって，環

境基本計画の実現に向けて寄与できるかなと思っています。 
青木委員 ●「環境学習（プログラム）を考える活動」グループ 

 別紙３「活動計画フォーム」のとおり発表。 
岡田講師 ●質問があったらお願いします。 
大野委員 ●ゴミの減量とあるんですが，環境パイロットみたいなことをするんですか。 
青木委員 ●初年度なので，たくさんできないので，今年のモデルか，マイバックコンテスト。今回

の場合は一番わかりやすいので，マイバックコンテストかなと。私が考えたのは，古着

を使った手作りのものを審査する。それを含めて，その中でリサイクルの稽古をしなが

らマイバックを進めていく。 
大野委員 ●それはある程度，拠点は決めて広めていくのか。 
青木委員 ●拠点については，実際に活動が始まった場合，事務局に入ってもらうことを考えていま

す。 
神宮委員 ●マイバックということを声を高くして言っているんですが，なかなかレジ袋が無くなら

ないので，ある大きなスーパーにレジ袋なしの店作りをしてください，と申し出をしま

したけれども，小さな団体が言うくらいでは言うことを聞いていただけないので，そう

考えると，この団体の活動が動き始めた時に，市内のマーケットにレジ袋を廃止してく

ださいという申し入れができるような組織になって欲しいと思います。一軒一軒，非常

に大きなお金を掛けていると言うんですが，これをやめるとサービスの低下になるの

で，結局横並びで，あっちがやめればこっちもやめます，ということなんです。ですの

で，活動が始まった時に，みんなが言えるような組織にして欲しいと思います。 
藤原委員 ●中心部の商店街でもそういう運動をしてもらうというのもあると思う。そういうことを

することによって，お客さんにもそれによってメリットがあると思いますし，あるいは

それをやった商店に対しても，それを評価してあげるシステムがあれば，また違ってく

ると思います。 
三宅委員長 ●環境学習はターゲットが人だと思うので，活動の成果がどこまでいったかというのが見

えないと，達成感が得ないし終わりがなくなってしまう。それでは，人の教育がどこま

でいったかというのを何の尺度で測るのかというのがないんです。なかなかこの活動の

成果が見えない。では，何があるかというと，例えば，宇都宮独自の環境士みたいなも

のを作って，遊びでもいいので，こういう学習を何回受けたら何点もらえるので，環境

士１級とかといったものも１つの方法だと思います。人に対して活動するので，その成

果が測れる尺度があればいいなと思います。 
青木委員 ●成果発表会とありますけれども，別の形式ができたらと思っています。例えば，子供環

境会議みたいな，市内の小学生などが集まってそういう会議を行って，その周りで大人

が見ているといった感じのものなど。あくまでこれは入り口なので，そういう尺度を求

めてこれから作っていく段階だと思っています。ここでは，必ず年２回は成果発表をし

て，成果をフィードバックしていきたいと考えています。それによって，段々と組織が 
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 出来上がっていけばいいと思っています。やはり，最初から尺度を求めるのは難しいと

思います。 
仁平委員 ●学校の教育っていうのは，ある達成目標があってそこまで到達させていく教育の話と，

要するに頭で覚えるということですが，それともう一つ，体験といか，皮膚感覚で体に

染み込ませるということで，少し違うと思うんです。客観的な評価軸があって，そこの

どこまでいったのか，ある程度ペーパーで測れるものと，社会の中での皮膚感覚みたい

なものと，個人的な意見ですが，多分，皮膚感覚の方は，カウンセラーとか指導員とか

推進員とかという形で，市のやるべきことに協力する一クラス上の人たちがやるという

のは，今まであまり成功してないのではないかと思うんです。だから，具体的なものを

体験させる，その中で今もっている農業の方や，そういった実際的な実務を持っている

方たちと一緒にそこでやっていくという方が，私はこちらの方をより重視したいと思っ

ています。 
事務局 ●絵本というのは，学校に上がる前の子供たちを対象に気づかせようというものですか。 
青木委員 ●特に幼稚園児向けの環境に関する絵本がないので，そこをターゲットにする。それと，

子供が読むということは大人も一緒に読むので，そこで一緒に勉強してもらう。 
事務局 ●幼稚園の先生に聞くと，小学校などでは授業に取り入れているようですが，幼稚園児に

は，気づくということを大切に環境問題を教えた方がいいと聞いたことがあるので，気

づかせるという視点の本なのかなと思います。 
青木委員 ●幼児向けということにすることで，柔らかい観点からの環境教育ができるのかなと思っ

ています。 
事務局 ●小学校等，次の段階で理解し，行動することにつながっていくのかなと思います。 
岡田講師 ●他に何かありますか。とりあえずは，来年度に何を活動するのか。目の前のこととして，

まず大きいことをみなさんで共有しようということと，予算が概算でどのくらいあれば

いいのかなということを整理することです。今日，終わらないことは宿題になってしま

いますが，活動フォーム計画自体はそんなに細かく書かなくてもいいと思います。 
事務局 ●活動計画フォームについては，みなさん忙しい中で大変だと思いますので，事務局で受

け止めさせていただきまして，きれいな形でペーパーベースにさせていただきます。そ

して，活動計画フォーム作成リーダーの方に投げかけさせていただいて，訂正等があり

ましたら，今月末くらいをメドにお願いできたらと思います。なるべく早く提供させて

いただきますので，こういうことでよろしいでしょうか。 
岡田講師 ●では，活動計画フォームについては，事務局がまとめてくれることになりました。 

 次回のワークショップについての現時点の雰囲気ですが，具体的に，Ｕブランド選定委

員会をやるはずですが，これに対して，誰が，人だとすれば何人くらい必要なのか，お

金がどれくらいかかるのかを，概算ですがみなさんでまた検討していかなければならな

いのかなと思いますが，活動計画フォームはこのまままとめますか。 
事務局 ●事務局の方でまとめます。 
岡田講師 ●では，この続きは事務局の結果を受けて，次回はもう少しコストとか実現性の整理です

ね。 
事務局 ●活動計画フォームⅡについては，イメージだけ持っていただければと思います。 
岡田講師 ●今日のワークショップは以上で終わりたいと思います。 
三宅委員長 ●ありがとうございました。それではまた会議の形に戻りますが，次回は１１月１０日午

後６時にこの場所での会議を予定しております。その他，みなさんの方から何かござい

ますか。 
 ●特になし。 
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三宅委員長 ●それでは次回，プランについてもどんどんまとめ上げていくことでよろしいでしょう
か。それでは，以上をもちまして第３回環境パートナーシップ設立準備会を閉会したい

と思います。ありがとうございました。 

閉会 ： 午後８時５０分 

 
 


